	東アジア宗教文化学会ニューズレター
No.1　2009年3月

	

	　■　創刊のご挨拶
　　　　　　　　　　　　島薗　進　　　(1)
　　　　　　　　　　　　桂島宣弘　　　(1)
　■　第２回国際学術大会のお知らせ
　　　　　　　　　　　　櫻井義秀　　　(2)
	　■本部企画シンポジウムについて

　　　　　　　　　　　　梅澤ふみ子　　(2)
　■　創立記念国際学術大会の報告

　　　　　　　　　　　　川瀬貴也　　　(2)
　■　学会彙報　　　　　　　　　　　　(5)
　■　入会案内　　　　　　　　　　　　(7)

	
	


■　創刊のご挨拶

会長　島薗進（東京大学大学院教授）
　グローバル化が進み、世界の人々の距離はある側面ではますます近くなってきています。日本人にとっては、アジアの、とりわけ東アジアの人々との距離はとくに近くなりました。学問的にも共通の知識や問題意識が増えてくるのは当然でしょう。国民国家の枠内でばかり考えていたかつての学問の狭さが痛感される昨今です。宗教研究においても、東アジア諸国の間での留学生の数が格段に増えていることは、皆さんよくご存じのとおりです。しかし、東アジア各地域の文化や歴史経験の相違は大きく、宗教研究においてもまだ共通認識は少なく、おたがいの発想の違いに驚くことも少なくありません。しかし、だからこそ、相互交流が創造的であり、実り多いものになる可能性にも富んでいるのではないでしょうか。本学会は10年以上に及ぶ日韓の宗教研究の交流を引き継ぎつつ、広く東アジア諸地域の宗教研究の充実を目指して設立されました。欧米中心の国際学会とは相当に趣が異なり、あらゆる側面で創意工夫が求められます。しかし、苦労が多いからこそ、交流から得られる喜びも大きいでしょう。21世紀の新しい学術交流に向けて、皆さまの積極的な参加をお願いする次第です。

副会長　桂島宣弘（立命館大学教授）
　昨年、副会長の大任を仰せつかり、恐縮しています。日韓宗教研究者交流シンポジウム以来お世話になっていますので、何とか新しい国際学会が軌道に乗るように頑張りたいと思います。そこで早速皆様にはお願いがあります。先の常任理事会で、日本側会員200人の登録と会費納入を当面の目標に掲げることにしました。学会を日本側で運営するための最低限の数だと思っています。是非、皆様が会員登録をなさり、早急に会費を納めてくださいますようにお願い申し上げます。
　また、現在第2回国際学術大会開催と会誌創刊号の刊行に向けて、準備を進めています。そのために皆様にさまざまの協力をお願いするかと思いますが、こちらの方も是非ご協力頂けますようにお願い申し上げます。最初からお願いばかりで恐縮ですが、この学会を東アジア人文学分野における内実のある学会に発展させていくために、全力で頑張る所存ですので、よろしくお願い申し上げます。
■　第２回国際学術大会のお知らせ

櫻井義秀（北海道大学大学院教授）
　東アジア宗教文化学会第2回国際学術大会は、2009年8月16日から17日の2日間にわたり、北海道大学学術交流会館で開催されます。
　北海道は盆を過ぎれば秋風が吹くといわれておりまして、温暖化の昨今でも25度前後の快適な夏を楽しんでいただけます。
　会場の北海道大学学術交流会館は、札幌駅北口から徒歩5分の交通至便なところにありますし、札幌観光の定番である北大散歩（中央ローン、クラーク像、明治、大正に建築された校舎群、ポプラ並木、モデルバーン、博物館等々）もお楽しみいただけます。
　研究発表・シンポジウムは1日半を予定し、大会のシンポジウム「東アジアにおける宗教文化の移動と変容」、開催校のシンポジウム「北海道開拓とアイヌ民族―歴史と宗教文化―」を企画しております。また、17日の午後から北海道開拓記念館・開拓の村へエクスカーションも予定しております。
　理事の先生方には15日の午後4時より理事会を予定しておりますので1日早いおこしをお願いします。
　以上、お盆が重なる時期ではございますが、会員の皆様のご参加をお待ちしております。
■本部企画シンポジウムについて

梅澤ふみ子（恵泉女学園大学教授）
　東アジア宗教文化学会第2回国際学術大会では、大会テーマと同じ「東アジアにおける宗教文化の移動と変容」という題目で本部企画のシンポジウムを行うことを計画しています。人の移動に伴う宗教文化の変化・発展を取り扱います。19世紀以降現在まで東アジア地域内での人々の移動や東アジア地域から世界の他地域への移住が盛んに行われ、それにともなって移住者や移住先の社会の宗教文化にさまざまな変化や発展が見られました。また東アジア諸国の宗教団体による海外布教は現在も精力的に展開されています。このシンポジウムではそのような国や地域を越えた人々の移動に関連した布教や宗教文化の変容を取りあげる予定です。
　ここでいう「東アジア宗教文化」とは、東アジアに起源をもつ宗教だけでなく、仏教やキリスト教などのように他地域に起源をもちながらも東アジア各地で独自の発展を遂げたものも含む表現です。また現代的関心からあまりはずれないように、取り扱う時代は19世紀以降としたいと考えています。発表者は各国から1名ずつ、各発表に対する討論者は発表者と異なる国から1名ずつを考えています。
　実施にあたっては皆様のご協力をお願いすることになると思います。そのときは宜しくお願いいたします。
■　創立記念国際学術大会の報告
川瀬　貴也（京都府立大学准教授）

　2008年8月2日から4日にかけて、韓国釜山の東義大学校において「東アジア宗教文化学会」の創立記念国際学術大会が開催された。日本側参加者76名、韓国側参加者114名、中国側参加者25名、計215名という数の宗教研究者が一堂に会した。これほどの数の東アジアの宗教研究者が集ったことはそれだけでも画期的である。
　筆者は、この学会設立の日本側呼びかけ人として本大会に参加した。以下ではこの学会の概要、設立に至った経緯、大会の様子などについて報告したいと思う。
「東アジア宗教文化学会　創立記念国際学術大会」の概要

共同テーマ：東アジア宗教文化の共通性と多様性
日時：2008年8月1日（金）～4日（月）
会場：東義大学校国際館（大韓民国釜山広域市釜山鎮区厳光路995）
主催：東アジア宗教文化学会創立呼びかけ人会
主管：創立記念国際学術大会執行委員会
協賛：韓国学術振興財団・東義大学校
大会プログラム

第1日目　8月1日（金）
・呼びかけ人大会（17：00～19：00、司会：弓山達也）
　開会宣言（司会者）、呼びかけ人代表の挨拶（島薗進）、創立準備の経過報告（李元範）、学会執行部の選出、執行部就任の挨拶、学会会則（案）採択、閉会宣言
第2日目　8月1日（土）
・分科別研究発表（午前発表）（9：20～12：00）
・分科1パネル・ディスカッション（9：30～11：40）
・開会式（13：10～13：50、司会：李京珪）
　開会の辞（呼びかけ人代表：島園進）、歓迎の辞（東義大学校副総長：金ソンチョル）、祝辞（中国側：樓宇烈、韓国側：鄭鎭弘、呼びかけ人大会の結果報告（李元範）、閉会の辞
・分科別研究発表（午後発表1）、分科2パネル・ディスカッション（14：00～16：10）
・分科別研究発表（午後発表2）、分科3パネル・ディスカッション（16：20～18：30）
・レセプション（18：40～20：30）
第3日目　8月3日（日）
・創立総会（9：00～10：00、議長：梁銀容）
　議長の選出、会則の承認、執行部の承認、新任執行部の挨拶、学会運営に関する意見交換、次回大会宣言（櫻井義秀）、閉会
・創立記念シンポジウム（10：10～12：10）
　　テーマ「東アジア宗教文化の共通性と多様性」、司会：金鐘瑞、発表：樓宇烈・鄭鎭弘・島薗進
・見学旅行（午後）
　通度寺
第4日目　8月4日（月）
・見学旅行
　韓国SGI金海文化会館、天理教韓国伝道庁
設立の経緯

　「一衣帯水」でありながら「近くて遠い国」。この決まり文句が日韓、もしくは日中、韓中間で使われることに内心飽き飽きしている者も多いだろう。今や「東アジア共同体」というスローガンすら聞こえ、東アジアで共同の学術調査や研究を行うことは珍しくなくなったが、十数年前はまだこの決まり文句はそれなりの重みを持っていた。そのような状況を少しでも打開するべく、日韓の宗教研究者の有志の間で1993年に「日韓宗教研究者交流シンポジウム」という集いがソウルで催された。これはその名の通り、日韓の宗教研究者が手弁当で集まり、宗教研究において日韓の交流を促進するきっかけとするべく開催されたものであった。幸いなことに、このような志に共感する研究者が専攻を越えて多く現れ、また各方面（大学や教団）の協力も得ることができ、この催しは規模を徐々に拡大しつつ、1998年まで計6回、毎年日韓を往復しながら開催された。この催しの成果は、『宗教から東アジアの近代を問う』（柳炳徳他編、ぺりかん社、2002年）という一冊の書籍にまとめられている。
　このシンポジウムを経た両国の関係者の間に、もっと多方面、多分野から人を集めるべく、より公的な性格を強めた学術大会を開催したいという声が高まり、準備期間を挟み2001年から「日韓宗教研究フォーラム」という集まりに再編成され、これは隔年で両国間で開催され、2007年まで計4回開催された。学術大会を開かない年も日韓の運営委員が集い企画を練り、2005年3月には東京で開催され第19回国際宗教学宗教史会議世界大会（IAHR）にて、このフォーラムを元にしたパネルが企画されるなどの成果も産んだ。
　このような十数年にわたる日韓の宗教研究者の交流を土台とし、このたび中国やその他の国の研究者も参加する本格的な国際学会として、この「東アジア宗教文化学会」が創設されたのである。そして、これまでのシンポジウム、フォーラムの特徴でもあったのだが、研究者のみならず教団関係者、特に教団内で教学を研究する機関を設置している教団からの参加も広く募っていることも本学会の大きな特徴の一つである。
　今のところ、日中韓の三ヶ国が中心となって運営していく予定であるが、もちろんこの学会はこの三ヶ国の国籍にこだわるつもりは毛頭ない。ただ、こだわりとしては、英語一色で塗りつぶされた国際学会ではなく、なるべくそれぞれ母国語を使い、原稿の事前翻訳、学会現場での通訳によって意思疎通を図ろうという点が挙げられる。もちろんこの「言葉の壁」は、今後もこの学会運営上の最大の問題でありつづけるであろうが、その代わりに、お互いたどたどしい英語を用いての隔靴掻痒感よりは、まずは母国語による緻密な議論の発表原稿を元にした議論を交わすことができた点は特筆される（もちろん、懇親会の時は英語で会話する場面も多かったが）。
大会の模様

　さて、学術大会の内容だが、5つの分科（「宗教史・宗教思想史」「宗教と社会」「宗教・文化・民俗」「自由テーマ1」「自由テーマ2」）に分かれて、計71の研究発表、3つのパネル・ディスカッションがなされた。時代も古代から現代まで、幅広いテーマが取り上げられていた（本学会は時代や分野をできるだけ限定しないことにしている）。個人発表にはそれぞれ学会事務局が選出した自国以外の「指定討論者（コメンテーター）」が置かれ、この制度も各国間の交流を促進することとなった。そして大会2日目の午前中には「東アジア宗教分科の共通性と多様性」という創立記念シンポジウムが開催された。パネリストは樓宇烈（ロウ・ウーリエ）北京大学教授、鄭鎭弘（チョン・ジノン）梨花女子大学教授、島薗進東大教授がそれぞれ発表を行った。樓教授は主に中国の宗教の特異性と、それに西洋の宗教学理論を機械的に当てはめることの当否を問い、島薗教授はこのシンポジウムのタイトル通りに、東アジアの宗教文化の共通性として「聖なる社会秩序と救済宗教の二重構造」というものが取り出せるのではないかと問題提起した。筆者の一番印象に残ったのは、日中韓がいわば「出会い損ねてきた」歴史をふり返った鄭教授の講演であった。安易に共通項を見出して安心、満足するのではなく、あくまでも「他者との出会い」という一種の緊張感を保ち続ける事への言及は、この学会の根幹をなすものと感じられたからである。このシンポジウムを終えて本学術大会は幕を下ろし、韓国側委員のご厚意と企画により、釜山郊外の名刹通度寺と、韓国に根を下ろした日系新宗教の施設（韓国SGIおよび天理教韓国伝道庁）を見学させていただいた。
役員人事

　8月3日に行われた創立総会において、日本側呼びかけ人の代表であった島薗進東大教授が学会会長に選出され、副会長として韓国側からは梁銀容（ヤン・ウニョン）圓光大学校教授、中国側からは金勲（ジン・フン）北京大学教授、日本側からは桂島宣弘立命館大学教授が選出され、理事も日本側20名、韓国側20名、中国側15名が選出された。なお中国側は、次回総会にて台湾と香港からの理事5名を追加する予定である。今後は、次回以降の学術大会準備と学会機関誌の編集がこの理事たちによって行われる予定である。
　なお各国の理事は、次の通りである（敬称略）。
【日本側】
　飯田剛史（富山大）、梅澤ふみ子（恵泉女学園大）、岡田正彦（天理大）、長志珠枝（神戸市外国語大）、樫尾直樹（慶應義塾大）、桂島宣弘（立命館大）、川瀬貴也（京都府立大）、川村邦光（大阪大）、神田秀雄（天理大）、木場明志（大谷大）、小澤浩（富山大）、斉藤泰（大本教学研鑽所）、櫻井義秀（北海道大）、佐々充昭（立命館大）、武田道生（淑徳大）、竹部弘（金光教教学研究所）、福島栄寿（札幌大谷大）、藤丸智雄（浄土真宗本願寺派教学伝道センター）、弓山達也（大正大）、渡辺順一（民衆宗教研究会）

【韓国側】
　姜敦求（韓国学中央研究院）、金明子（安東大）、金邦龍（忠南大）、金在栄（西江大）、金鐘瑞（ソウル大）、金興洙（牧園大）、盧吉明（高麗大）、柳聖旻（韓神大）、朴京夏（中央大）、朴奎泰（漢陽大）、徐正敏（延世大）、宋鉉同（建陽大）、申光澈（韓神大）、梁銀容（圓光大）、梁賢恵（梨花女子大）、李京珪（東義大）、李元範（東西大）、鄭鎭弘（梨花女子大）、趙誠倫（済州大）、崔鍾成（ソウル大）
【中国側】
　魏常海（北京大）、張志剛（北京大）、李四竜（北京大）、于栄勝（北京大）、金勲（北京大）、李甦生（中国社会科学院）、魏道儒（社会科学院）、黄夏年（中国社会科学院）、張風雷（中国人民大）、温家玉（中国人民大）、李嶷（宗教文化出版社）、金京振（中国民族大）、崔峰竜（大蓮大）、楊学政（雲南社会科学院）、韋立新（広東外語貿易大）

学会の今後

　この学会は、今まさに出航したばかりで、今後ますます多くの方々のご支援、ご協力を必要とする。日本側理事の一人として、この学会の発展のために多くの方に興味を持っていただきたく思う。
付記　本稿は、『中外日報』2008年8月19日付に掲載された「『東アジア宗教文化学会』設立大会に参加して」に、加筆を頂いたものです。本誌の掲載に承諾された中外日報社と著者に御礼を申し上げます（本誌編集担当）。
■　学会彙報

創立記念国際学術大会

日時：2008年8月1日（金）～４日（月）
会場：東義大学校国際館（大韓民国釜山広域市）
日本側常任理事会
日時：2008年10月4日（土）
9：00～10：30、12：30～13：00、17：30～
会場：大学共同利用機関法人　人間文化研究機構　国際日本文化研究センター（京都府京都市西京区）
出席者：桂島宣弘、梅澤ふみ子、神田秀雄、島薗進、弓山達也、李元範
議題：
・次回国際学術大会（全体テーマ、本部企画、規模の確定など）
・運営状況（入会・会費納入状況、一般会員・賛助会員への呼びかけ方法、事務局体制等）

・機関誌

韓国側常任理事会

日時：2008年12月13日（土）18：30～22：00

会場：韓定食セミ（大韓民国ソウル特別市）
出席者：金明子、金邦龍、金興洙、金昌辰、朴奎泰、宋鉉同、申光澈、梁銀容、李元範、崔鍾成、（オブザーバー）金津日出美
議題：

・次回国際学術大会（全体テーマ、本部企画、規模の確定等）
・運営状況（入会・会費納入状況、一般会員・賛助会員への呼びかけ方法等）

・機関誌

日本側常任理事会

日時：2008年12月28日（日）9：30～14：30

会場：大正大学2号館235教室（東京都豊島区）
出席者：梅澤ふみ子、桂島宣弘、神田秀雄、島薗進、弓山達也、（次回大会開催校）櫻井義秀、猪瀬優理、（オブザーバー）徐正敏、金津日出美、（事務局）大澤広嗣
議題：
・次回国際学術大会（全体テーマ、大会日程と会場、開催手順、募集スケジュール、参加費、通訳等）
・運営関係（個人会員・賛助会員の募集等）
・機関誌（倫理規定・募集要項等）

・日本学術会議協力学術研究団体への登録について
日本側常任理事会

日時　2009年2月10日（火）15：30～18：45

会場　立命館大学学而館2階研究会室3（京都府京都市北区）
出席者（敬称略）：李元範、桂島宣弘、神田秀雄、弓山達也、（次回大会開催校）櫻井義秀、（オブザーバー）佐々充昭、（事務局）林順禄、張貞姫、大澤広嗣
議題：
・次回国際学術大会（全体テーマ、日程の確定、募集申込みの日程、プログラム作成、通訳等）
・機関誌（編集委員長、投稿規程の変更等）
■　入会案内

　入会ご希望の方は、東アジア宗教文化学会日本事務局まで、下記の情報をお書き添えのうえ、郵送、もしくは電子メールにてお申し込みください。
・氏名（ふりがな／ローマ字表記）
・生年月日
・性別
・所属（大学の場合は学部学科専攻まで、団体の場合は部署まで記入）
・連絡先
　　自宅住所（電話、FAX）
　　所属機関住所（電話、FAX）
・電子メール
・携帯電話
・研究分野
・会員区分（下記から選択）
　1. 正会員、2. 賛助会員、3. 名誉会員、4. 協力会員
・郵便物受取希望先（下記から選択）
　1. 自宅、2. 賛助会員
　いただいた個人情報は、学会事務以外には使用いたしません。
　会員の区分別の年度会費は、次の通りですが、本学会では、東アジアの地域事情に鑑みて、9月から翌年8月までを単位年度としております。
・正会員6,000円（学生・院生・研究生等3,000円）
・賛助会員（個人）5,000円～100,000円（1口座以上20口座）
・賛助会員（団体）100,000円～1,000,000（1口座1口以上10口座）
・協力会員4,000円
　理事の方は、正会員費のほか5,000円を1口として、1口以上の納入にご協力ください。
　なお会費は、ゆうちょ銀行の振替口座（加入者名「東アジア宗教文化学会日本運営委員会」、口座番号00100-4-780107）にて、所定の金額をご入金ください。
	　東アジア宗教文化学会　ニューズレター　第1号
　　2009年3月1日発行

　編集・発行

　　東アジア宗教文化学会　日本事務局運営委員会

　　　〒170-8470　東京都豊島区西巣鴨3-20-1　大正大学宗教学研究室内

　　　ゆうちょ銀行　振替口座

　　　　00100-4-780107（加入者名「東アジア宗教文化学会日本運営委員会」）

　　　日本事務局メール　earc_japan@yahoo.co.jp

　　　学会ホームページ　http://www.eaarc.net/　
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